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令和４年度 教育委員会 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

教育次長    

尾副 幸文 

●使命 

私たち教育委員会は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議におい

て、令和 3年 4月に策定された「瀬戸内市教育大綱」の重点施策を柱と

し、瀬戸内市の教育の一層の充実に向け、令和４年度瀬戸内市の教育に

基づいた諸施策を実施します。 

 

●基本方針 

瀬戸内市教育大綱 

重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育成」 
これからの時代を生きる上で必要な資質・能力を確実に育む教育を実
現します。 
重点２ 
「子育て・保育・教育を通して子どもの成長を社会総がかりで支援」 
全ての子どもの成長を、学校、家庭、地域及び関係機関が緊密に連携
協力し、社会総がかりで支援します。 
重点３「生涯にわたり学びあう市民への効果的支援」 
あらゆる年代の市民が生涯にわたり学びたいときに学び、生きがいを
持つことができるよう、生涯学習の機会の充実を図ります。 
重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」 
市民が、いつでも、どこでもスポーツに親しみ、健康づくりや体力づ
くりを行うことができる環境を整備します。 
 
以上、４つの重点施策の推進に当たっては、教育が未来を担う人材を育
成する基盤であるとの認識に立ち、関係機関と連携を図りながら、市民
の期待にこたえるよう教育行政を推進していきます。 
 
（重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」の事業は、令和２年
度から市長部局の文化観光部へ） 

所 管 課 
総務学務課・社会教育課・公民館 

図書館・学校給食調理場 

 

人  員 

正職員 
会計年度任用 

職員 
合計 

６４人 １６８人 ２３２人 

一般会計 ３，１３９，３６１ 千円 

特別会計  千円 

計 ３，１３９，３６１ 千円 

（うち人件費） （ ８２６，４３９ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

学力向上や生徒

指導の充実と指

導内容・方法の改

善 

【学力向上プロジェクトチーム】 

市内中学校ブロックごとにプロジ

ェクトチームを編成し、学力・学

習状況調査の結果を基に学力向上

や家庭学習に関する情報交換、研

修、研究を推進します。 

学習に取り組む主体的な態

度を養い、自分で学習を計画

する児童生徒を8割以上にし

ます。 

学習計画を立てにく

い児童生徒は前年度

よりも減っており、

小学生の約7割、中学

生の約6割が計画的

に学習しています。 

11月実施の調査で

は、小学生も中学生

も約6割が自分で計

画を立てて学習して

いると回答しまし

た。 

研修会を開催し、年2

回実施した調査結果

について、成果と課

題の検証を行い、次

年度の取組について

の検討を行いまし

た。 
教育環境の改善

を図る学校施設

や教育設備の計

画的再整備 

【学校教育施設等整備事業】 

老朽化が進んでいる国府小学校の

大規模改造や、学校・幼稚園トイ

レの環境整備（洋式化、乾式化）を

進めることにより、機能性や衛生

面に配慮した施設整備を行いま

す。 

    

●小学校施設整備 

国府小学校 校舎大規模改修工事

（Ⅰ・Ⅱ期） 

 

 

 

行幸小学校 プール改修 

牛窓北小学校 駐車場整備 

Ⅰ期工事 8月末完成 

 

Ⅱ期工事 年度内に着手し

ます。 

全体竣工を令和5年度末完成 

 

3月末完成 

3月末完成 

Ⅰ期工事は、8月中旬

に完成しました。 

Ⅱ期工事は、発注準

備を進めています。 

 

 

行幸小学校プール改

修と牛窓北小学校駐

車場整備は、ともに

発注準備を進めてい

ます。 

国府小学校のⅡ期工

事を12月に発注し、1

月末より現場に着手

したところです。 

 

 

行幸小学校プール改

修工事は55％の進捗

率となっています。 

国府小学校Ⅱ期工事

の進捗率は 15％で、

令和 5 年 12 月の完

成に向けて、引き続

き工事を進めていま

す。 

行幸小学校プール改

修工事は、90％まで

工事を終え、令和 5

年 4 月末までに完成

する見込みです。 

牛窓北小学校駐車場

整備は、用地である

旧園舎の解体工事を

完了しました。駐車

場整備全体の完成は

令和 5 年 8 月末とな

る見込みです。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

●トイレ環境整備 

牛窓西小、牛窓北小、邑久小、 

今城小、裳掛小、美和小 

牛窓中 

邑久幼、国府幼、行幸幼 

トイレ工事：牛窓北小、邑久

小、裳掛小、美和小、牛窓中、

邑久幼、国府幼、行幸幼････

10月末完成 

 

 

 

実施設計：牛窓西小、邑久小、

今城小、牛窓中、邑久幼、国

府幼････3月末完成 

牛窓北小、邑久小、裳

掛小、美和小、牛窓

中、邑久幼、行幸幼の

トイレ工事を実施中

で、ほぼ完成に近づ

いています。 

 

実施設計は、発注準

備を進めています。 

牛窓北小、邑久小、裳

掛小、美和小、牛窓

中、邑久幼、行幸幼の

トイレ工事が10月ま

でに完成しました。 

現在、来年度の整備

予定箇所について実

施設計を行っている

ところです。 

令和 5 年度の整備予

定箇所である、牛窓

西小、邑久小、今城

小、邑久幼、国府幼の

実施設計を 3 月末に

完了しました。 

●学校体育館照明ＬＥＤ化 

邑久小、今城小、裳掛小、美和小、

国府小、行幸小 

邑久中 

8月末完成 8月末に完成しまし

た。 

8月末に完成し、新し

い照明を使用してい

ます。 

同左 

適切な「食」の選

択力をつける食

育の充実 

【安全安心な給食】 

学校給食に係る衛生管理を徹底す

るとともに、地元の旬の食材や郷

土料理を取り入れた「瀬戸内市共

通献立」を実施します。 

「瀬戸内市共通献立」を毎月

実施します。 

毎月3～4回実施して

います。また、ヘルシ

ータウン推進協議会

の協力のもと、瀬戸

内市産の食材を学校

給食で使用していま

す。 

毎月3～4回実施して

います。給食に使用

する旬の食材使用に

ついては、瀬戸内市

産のものを優先して

発注しています。 

瀬戸内市共通献立を

毎月 3～4 回実施し

ました。給食に使用

する旬の食材使用に

ついては、3調理場で

計 253 回、瀬戸内市

産の野菜を発注しま

した。 

【学校給食を教材とした食育の充

実】 

児童生徒の健康の保持増進を図る

ことはもちろん、「学校給食法」

第2条「学校給食の目標」を達成で

きるよう、栄養教諭が担任や養護

教諭と連携し、食に関する指導を

効果的、継続的に進めます。 

授業及び給食時指導を年間

104回以上実施し、給食だよ

り等により、食に関する正し

い知識と望ましい食習慣を

身につけてもらい、食に関わ

る人々への感謝の気持ちを

育むよう指導します。 

給食時指導44回、授

業12回、計56回の食

育を実施していま

す。 

給食だよりは毎月作

成しています。給食

時指導74回、授業37

回、計111回の食育を

実施しています。 

給食だよりを毎月作

成し、食に関する正

しい知識と望ましい

食習慣を子どもと保

護者に紙面で提供し

ました。 

栄養教諭が給食時指

導 84回、授業 40回、

計 124 回の食育を実

施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 
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子育ての喜び、楽

しさが感じられ

る子育て支援 

【家庭教育に関する情報や学習機

会・集いの場の提供】 

保護者が集まる機会に、保護者同

士が交流しながら子育てに必要な

知識・スキルを学ぶ、親育ち応援

学習プログラム（親プロ）を実施

し、学習意欲が高まるようサポー

トするファシリテーター養成講座

やスキルアップ講座等を実施し、

みんなが安心して学習に取り組め

る場を提供します。 

子育て支援センター・幼稚園

や市内NPO法人などと連携し

て、親育ち応援学習プログラ

ム（親プロ）学習会や養成講

座などを年5回実施します。

また、家庭教育に関する情報

を年度末にまとめ、提供しま

す。 

親育ち応援学習プロ

グラムは、2回実施

し、保護者の感想か

ら満足度が高い評価

がありました。家庭

教育学級も3回行い

親子の触れ合いや保

護者同士の交流をす

る中で横の繋がりに

も広がりがありまし

た。 

親育ち応援学習プロ

グラムは、6回、家庭

教育学級7回を実施

しました。 

市内NPO法人と共にﾌ

ｧﾐﾘ-音楽会を開催し

180名の参加があり

ました。また、来年度

に向けて共に子育て

支援ができるよう計

画していきます。 

2月に養成講座を行

います。 

親育ち応援学習プロ

グラムは、6回、家庭

教育学級 7 回を実施

しました。 

2 月に養成講座を行

い、ファシリテータ

ー登録が完了しまし

た。 

今年度実施した家庭

教育に関するアンケ

ート結果をまとめ、

各幼稚園に配布し、

課題等を伝えまし

た。 

 
 
 

生活や学習に困

難を抱える子ど

も・家庭への適切

な支援 

【不登校対策実践研究事業】 

長期欠席・不登校傾向にある児童

の個別の支援カードを作成し、

個々の実態に応じた支援方法を研

究したり、小学校4校に登校支援員

を配置したりするなど、登校しづ

らい児童への登校支援や自立支援

を行い、長期欠席・不登校の抑制

と「岡山型長期欠席・不登校対策

スタンダード」に示す状態の改善

を図ります。 

小中学校における不登校の

出現数を前年度より10％減

らし、社会的な自立に向けた

状態改善を目指します。 

不登校の出現数は9

月末現在の前年度比

で、小学校は、減少し

ていますが、中学校

は、わずかに増加し

ています。 

不登校の出現数は12

月末現在の前年度比

で、小学校は、減少し

ていますが、中学校

は、ほぼ同数となっ

ています。 

不登校の出現数は 3

月末現在の前年度比

で、小学校は、3割減

少しましたが、中学

校は、ほぼ同数とな

っています。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

2 

子育て支援を行

う地域ボランテ

ィア等（こどもひ

ろば事業、地域学

校協働活動）との

連携協力 

【地域学校協働本部事業】 

地域全体で未来を担う子どもの成

長を支え、地域を創生する活動を

推進するため、地域と学校が連携・

協働して地域学校協働本部の育

成・強化を図る。また、地域と学校

をつなぐ重要な役割を持つ、地域

学校協働活動推進員の資質向上の

ため、研修等を実施し育成を図り

ます。 

 

 

 

 

 

地域学校協働活動推進員及

び学校教職員・ボランティア

等へ、研修会への参加・情報

提供等実施しスキルアップ

するとともに、協働本部の体

制強化を図ります。 

6月に各地域学校協

働活の取組をまとめ

た冊子を、今後の活

動の参考としていた

だくため作成し、配

布しました。県教委

が主催する研修会の

案内を随時行い、参

加しています。 

研修会への案内を随

時行い、スキルアッ

プのため参加を促し

ました。また、各地域

学校協働活動本部会

議に参加し、地域と

学校がより連携でき

るよう協議を行いま

した。 

研修会への案内を随

時行い、合計 33人が

参加しました。各地

域学校協働活動本部

会議に合計 19 回参

加し、地域と学校が

より連携できるよう

協議を行いました。 

3 

地域資源等を活

用した学びの提

供と人のつなが

りを生み出す公

民館活動の充実 

【公民館講座開催事業等】 

シビックプライドの醸成や持続可

能な学習のニーズにこたえるた

め、糸あやつり人形劇体験講座を

はじめ、日本画講座や菊づくり講

座、牛窓を楽しむ講座、地域再発

見ウォーキングなど、地域の資源

を生かした学習機会の提供を行い

ます。また、「文化があふれるま

ちづくり事業」については、市民

が主体的に考えた文化芸術活動の

活性化を図るため、中央公民館と

実行委員会が中心となり、イベン

トの開催などの支援を行います。 

 

 

 

 

 

糸あやつり人形の伝承講座

や菊づくり講座など、公民館

主催事業の参加人数は、年間

18,000人を目指します。ま

た、受講者へのアンケートも

行い、平均満足度70％以上を

目指します。 

中央公民館と文化があふれ

るまちづくり委員会が実施

する主催イベントは年間6回

以上開催し、参加人数3,000

人を目指します。 

糸あやつり人形づく

り体験講座など地域

資源を生かした主催

事業に8,357人の参

加があり、平均満足

度70％以上を継続し

ています。 

文化があふれるまち

づくり事業では親子

de文化祭など主催イ

ベントを3回行い、延

べ1,855人の来場が

ありました。 

文化祭などやWi-Fi

整備に伴う主催事業

に7,651人の参加が

あり、1月末で16,008

人の参加人数になり

ました。アンケート

による平均満足度も

80％以上となり、文

化があふれるまちづ

くり事業の１月末の

６回の主催事業で、

2,223人の来場があ

りました。 

主催講座は 231 講座

19,293人の参加とな

り、平均満足度は

91％となりました。 

文化があふれるまち

づくり委員会主催事

業は 7 回、協賛事業

5回となり、親子向け

の体験型イベントを

中心に芸術文化に親

しみ、延べ 3,360 人

が参加しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

地域の情報拠点

として多様なニ

ーズにこたえる

図書館サービス

の充実 

【図書館管理運営事業】 

多様な情報ニーズに対応するた

め、蔵書を充実させ、レファレン

ス機能の強化を図ります。令和4年

度には、図書館等管理運営システ

ムを更新し、遠隔地へのサービス

や、コロナ禍で必要性が明らかと

なった非来館型サービスなど、利

用者サービスの向上を図ります。

また、市民との協働や、行政・専門

機関などとの連携を強化し、読書

活動推進・子育て応援・認知症予

防・地域学習支援等々、さまざま

な課題にこたえるための各種事業

を実施します。 

市立図書館全館の利用者登

録率を56％、実利用率（年間

に１度でも貸出利用をした

人の割合）を18.5%、貸出冊

数を約330,000冊（住民1人当

たり貸出冊数を9冊）、読書案

内を含むレファレンス（調べ

もの相談）対応件数を2,000

件とし、市民図書館の来館者

数を13万人とします。また、

図書館等管理運営システム

を、12月末までに更新しま

す。 

利 用 者 登 録 率 は

56.8％、貸出冊数は

176,710冊（住民1人

当たり貸出冊数は

4.8冊）、読書案内を

含むレファレンス

（調べもの相談）対

応件数は1,427件、市

民図書館の来館者数

は72,959人となって

います。また、図書館

等管理運営システム

の提供事業者を特定

しました。 

利用者登録率は

57.4％、貸出冊数は

285,944冊（住民1人

当たり貸出冊数は

7.7冊）、読書案内

を含むレファレンス

（調べもの相談）対

応件数は2,160件、

市民図書館の来館者

数は118,212人とな

っています。また、

図書館等管理運営シ

ステムの更新作業は

計画どおり完了しま

した。 

利 用 者 登 録 率 は

58.1％、実利用率（年

間に 1 度でも貸出利

用をした人の割合）

は17.2%、貸出冊数は

341,387冊（住民 1人

当たり貸出冊数は

9.2冊）、読書案内を

含むレファレンス

（調べもの相談）対

応件数は 2,578 件、

市民図書館の来館者

数は 141,958 人とな

っています。 

4 

体育協会、スポー

ツ少年団をはじ

め、各種スポーツ

団体及び指導者

等の育成支援 

【スポーツ団体の育成支援事業】 

体育協会、スポーツ少年団、地域

おこし協力隊等の団体を育成支援

することにより、競技スポーツの

推進及びスポーツの機会の提供を

充実させます。 

地域おこし協力隊を 2 名採

用し、各種団体と連携したス

ポーツイベントを年 2 回実

施します。 

瀬戸内市の女子硬式

野球クラブ「瀬戸内

ブルーシャインズ」

と連携し、8月に市内

の子どもを対象にし

たスポーツイベント

（フレスコボール体

験会）を実施し、延べ

12人の参加がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

10月に美和小学校に

おいて、陸上記録会

に向けたウォーミン

グアップ運動、ソフ

トボール投げ、ハー

ドルの指導を交えた

交流を行いました。

また、11月には、国

府小学校で、体育の

授業としてティーボ

ールの指導を行いま

した。 

裳掛小学校、邑久小

学校 5 年生との交流

会へ参加し、リズム

ジャンプとフレスコ

ボールを実施しまし

た。年間でスポーツ

イベント（フレスコ

ボール体験会）を計5

回実施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

人々が集い、憩

い、安全に使える

スポーツ拠点施

設の計画的整備 

【スポーツ公園等整備事業】 

(1)邑久スポーツ公園野球場の防

球ネットの整備及びグランドに不

陸整正をするための設計を行いま

す。 

 

 

 

(2)牛窓グラウンドの拡張等の計

画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

(3)邑久スポーツ公園冒険の森改

修及び邑久B＆G海洋センター体育

館の外壁等の工事を行い、市民の

スポーツ活動の拠点施設の整備を

行います。 

(1)(2)の測量、設計業務を12

月末までに完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月末竣工を目指します。 

野球場の設計は、発

注準備を進めていま

す。 

 

 

 

 

 

9月20日に牛窓グラ

ウンドの拡張に向け

た詳細設計業務の契

約締結を行い、基盤

の高さ等の検討を行

っています。 

冒険の森改修は、発

注準備を進めていま

す。 

邑久B＆G体育館は、

改修に向けた外部足

場組立、北面アスベ

スト除去を行ってい

ます。 

 

 

 

野球場防球ネット

は、飛球シミュレー

ションによる検証を

実施し、場外飛球防

止率と経済性双方の

観点による検討協議

を行いました。 

 

詳細設計業務が完了

し、既存施設の表土

を剥ぎ取り、土砂の

敷き均し、表土を戻

し整地等の報告書が

提出されました。 

 

 

 

屋根、外壁、インタ

ーロッキング等の工

事が終了し、2月中

旬の竣工検査に向け

た調整を行いまし

た。 

飛球の弾道曲線や他

球場の事例等を基に

した防球ネット等の

設計業務が完了しま

した。 

 

 

 

詳細設計業務の報告

書を踏まえ、次年度

の工事発注に向けた

関係部署との協議を

行いました。 

 

 

 

 

邑久 B＆G 体育館改

修工事が竣工し、2月

21日から前倒しで施

設の利用を再開しま

した。冒険の森改修

は、令和 5 年度中の

竣工を目指し、事業

を繰越しました。 

 

 

 


